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【目的】 

当院では、ART の選択肢の一つとして基本的に卵巣刺激を必要としない未熟卵体外受精胚移植法

（IVM-IVF）の臨床応用に取り組んでいるが、その妊娠率は体外受精胚移植法と比べ低率であり、改善

の余地があると考える。 

Chian らによると、IVM-IVF では採卵当日に成熟卵が得られることがしばしばあるとされている。このよ

うな場合、卵母細胞の成熟に合わせて採卵当日に顕微授精を実施することにより、卵への過剰な培養

を回避できる可能性がある。そこで、当院では 2012 年 1 月より、採卵当日に成熟確認を行い、成熟卵に

は顕微授精を実施、未熟卵には翌日までの成熟培養を実施する方法（IVMS-IVF）を用いている。今回

我々は、IVM-IVF と IVMS-IVF を比較し、IVMS-IVF の経過を報告する。 

【対象と方法】 

2009 年 1 月から 2011 年 12 月に IVM‐IVF で新鮮胚移植及び融解胚移植を行った 124 周期と、2012

年１月から 6 月に IVMS-IVF で新鮮胚移植及び融解胚移植を行った 24 周期を対象とした。IVMS-IVF 群

は、さらに採卵当日に成熟卵が得られた群 （d0 +）と得られなかった群 (d0 -)に分け、各群における成

熟率、受精率、分割率、移植可能胚率、移植率および臨床妊娠率について比較検討した。なお、採卵は

最大卵胞径が 8 mm 以上に達した時点で決定し、同日に hCG もしくは GnRH アゴニスト投与から 36 時間

後に実施した。 

【結果】 

 IVM-IVF と IVMS-IVF 全体を比較した場合、両群間に有意な差は認めなかった。 

【考察】 

IVMS-IVF では、採卵当日に成熟卵があった場合、移植可能胚率・移植率が IVM-IVF よりも高い傾向

にあった。卵母細胞の成熟段階と成熟卵の過剰な培養が、分割期胚以降の胚質に影響している可能性

が考えられた。また、採卵当日に成熟卵が得られた群は、得られなかった群と比して成熟率が高く、移

植率・採卵あたり臨床妊娠率も有意に高いことから、IVMS-IVF においても採卵のタイミングが胚の利用

率、しいては臨床妊娠率を左右する可能性が示唆された。しかしながら、現在のところ IVMS-IVF は症例

数が少なく、今後も継続して検討を行う予定である。 
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